
シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】
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【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年絵画専攻・前期

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

学科 絵画概論 早見 堯 １単位　16.5時間

美術館のコレクションの作品から・展覧会の作品から-1；絵画に問題はあるのか

絵画は支持体や絵具などの物質でできている。物質に心はない。その物質が私たちの心を揺れ動かす。なぜ？心の
ない物質が感情表現できるのはどうしてなのか。絵画を見ながらこうした謎を考える糸口をつかみたい。

日本その他のモダン・アートや現代美術の作品を画像で映しながら、それぞれの作品がどう見えるのかを理解し、作
品がどういうふうに成り立っているのかを考えます。そして作品からえられる感覚的なテイスト(味わい)を吟味してみま
しょう。

授業計画及び学習の内容

オリエンテーション；作品を見て「わかる」＝連想する、自分の言葉に置き換えて理解

作品を見て「感動する」；連想が拒絶されて作品のあるがままの姿を受け入れる

絵画の成り立ち方-1；形の出現と消滅

絵画の成り立ち方-2；正面性、平面性、絵画と立体の違い

絵画の成り立ち方-3；色彩表現をめぐって

色と構成の力；色彩による表現力、構図による表現力

絵画の表現性-1；同次元結合と異次元結合

絵画の表現性-2；同次元結合と異次元結合き

早稲田大学第一文学部卒業。1970年代から現代美術の批評を通して「見る」とはどういう経験なのか、「表す」とは人
にとって何なのかを具体的な「作品」に即して考えている。著書は『増補新装カラー版20世紀の美術』（共著）その他。

　課題の提出を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、成績評価を行う。　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　講義・演習形式を基本とするが、各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

美術館のコレクションの作品から-2展覧会の作品から-2；何が絵画の問題なのか

サステナビリティとしての絵画；イメージとオブジェ・平面性と平面体その他の絵画のキーワードを、

作品を見ながら検討



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年絵画専攻・後期

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

学科 絵画講座 宮田 徹也 １単位　16.5時間

楠木建『ストーリーとしての競争戦略』と芸術。

芸術を通じて、人間を知る。己と他者を区別して考え、他者と自己の気持ちを理解し、他者の立場になって自己を考え
る。人間を知るためには、人文科学、自然科学、科学に定義されていないものも学ぶ必要がある。芸術が、人間を取り
巻く事物と事象のどこに位置するのかを確認しなければならない。それを、制作に繋げる。

様々な文献を読んで、考え、意見を交換する。芸術、社会学、経済学、経営学、物理学、宇宙論、量子力学、脳科学、
動物行動学、先史学等である。意思が通じるコミュニケーションは、対面でもオンラインでも可能だ。レポートとは課題
ではなく、自主的な筈だ。予習、学習、復習は、一生、続いていく。

授業計画及び学習の内容

オリエンテーション。

ハンナ・アーレントの思想と芸術。

佐伯啓思の思想と芸術。

カルロ・ロヴェッリの思想と芸術。

語りかけることと芸術（上）。

語り掛けることと芸術（下）。

ネアンデルタール人とホモサピエンス。

暗黒舞踏という芸術。

　課題の提出を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、成績評価を行う。　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　講義・演習形式を基本とするが、各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

1970年横浜生まれ。日本近代美術思想史研究。岡倉覚三、宮川寅雄、針生一郎を経て敗戦後日本前衛美術に到達。
ダンス、舞踏、音楽、デザイン、映像、文学、哲学、批評、研究、思想を交錯しながら文化の【現在】を探る。

GAFAと5Gとこれからの芸術。

まとめ。
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創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】
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【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

　課題の提出を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　講義・ディスカッション形式を基本とするが、各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

１９６０年生まれ。明治大学文学部文学科フランス文学専攻卒、２００２年第１３回歴程新鋭賞受賞、現代詩文庫『田野
倉康一詩集』をはじめ、単行詩集５冊、共著４冊、編書１冊のほか、山田正亮展（東京国立近代美術館）、イケムラレイ
コ展（ヴァンジ彫刻庭園美術館）など展覧会のカタログテキストの執筆多数。

毎回、授業の最初に講師が同時代の詩を朗読、紹介するとともに、講義においては、詩に対する理解を深めることによ
り、ファインアート、デザインの実践に、言葉の側面から寄与したい。また、その目的において、詩の実技指導も行う。

受講者がそれぞれに詩に触れ、受容し、詩作することを通して、他人の言葉に左右されることなく、ファインアートやデ
ザインの実践の中で言葉とうまく付き合っていけるようになること。

授業計画及び学習の内容

オリエンテーション

詩とはなにか。あるいは詩の現在について

詩と美術・詩とデザイン

詩の作り方・実技指導

実技指導

講評会

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

学科 詩と表現 田野倉康一 0.3単位　9時間

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科　昼間部（3年制） 2023年度 ２年絵画専攻・後期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回
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【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

　講義・ディスカッション形式を基本とするが、各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

会話と演習

会話と演習

前期まとめ 後期まとめ

中間試験 後期試験

　期末ごとに試験を行い１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　な
お出席が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A
+　94〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

会話と文法 後期まとめ

会話と文法 後期まとめ

前期まとめ 後期まとめ

会話と文法 会話と演習

会話と文法 会話と演習

会話と文法 会話と演習

会話と文法 会話と演習

会話と文法 会話と演習

会話と文法 会話と演習

授業計画及び学習の内容

オリエンテーション 会話と演習

会話と文法 会話と演習

フランス語II 内田 雅樹 ２単位　45時間

フランス語１の修了者を対象として、一年次に習得した基礎力を基盤としながら会話表現・文法の両面での知識を広げ
ていきます。また、少しずつ書かれたものを読む練習も行います。

前期は、まず問題練習などを通じて、書くという別観点を少し意識しながら昨年の復習を行います。その後複合過去、単
純未来へと文法面で次のステップへと移っていきます。後期は、フランス旅行の機会を想定して、オリジナルのフランス
旅行のしおりを作成していく課題が課され、校内展示の機会を設けます。

1969年福岡県生まれ。早稲田大学大学院文学研究科仏文専攻修士課程修了。多摩美術大学非常勤講師。また俳優
養成所を経て映画・舞台に出演、受賞作多数。朗読、吹替え、PVやアートヴィデオ出演の他、THEATRE茶房の冠では
プロデュース、演出を兼務。俳優術を生かした外国語習得の方法論の探求、実践に取り組む。

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度
２年絵画専攻・前期/

後期

会話と文法 会話と演習

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

選択学科
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創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回
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【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　講義・ディスカッション形式を基本とする。

就職セミナー（就活ポートフォリオ）

海外講座C

特別講座：現代社会においてクリエイターの役割は益々重要性を増し、その領域は日々拡大しつつあります。講座では
創作における考え方、発想法をリアルタイムな講義を通して学んでいきます。
就職セミナー：就職活動から入社後の心構えやクリエイターとしての取り組みなどについてセミナー講座を開催。

6/7(水) 海外講座A 、7/6(木)就職セミナーA、9/19(火) 
2年就職セミナー、9/22(金)海外留学講座A、9/29(金)海外留学講座B、10/14(土)同窓会講座、10/24(火) 
就職セミナーB、11/15(水)海外講座B、12/6(水)海外講座C、12/9(土)創形展講座、2/17(土)就職セミナー（就活ポートフ
ォリオ）＊日程は出講表を確認してください。

授業計画及び学習の内容

海外講座A

就職セミナーA

2年就職セミナー

海外留学講座A

海外留学講座B

同窓会講座

就職セミナーB

海外講座B

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

選択学科 特別講座／就職セミナー ゲスト講師 1単位　30時間

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度
２年絵画専攻・前期/

後期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回
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【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜80
：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　講義・ディスカッション形式を基本とする。

○一般常識的な求人や採用にまつわる社会状況や知識を学ぶ。(アイデム)
○どのような企業や職種が自分に向いているのか？就職して何をやりたいか？を自分自身が理解することにより目標
を明確にします。またデザイン・広告業界の現状を理解することで就職活動をよりスムーズにそして有意義なものになる
ことを目指します。(秋山カズオ)
○「笑顔」を多角的にアプローチして掘り下げ、スキルとしての笑顔を学習します。笑顔に期待できる効果、好感度の高
い笑顔のかたち、TPOに合わせた笑顔、心から笑顔になれる手法を学びます。特にこの授業では、就職面接、コミュニ
ケーションをする上で最も重要視される印象アップの為の笑顔力、プレゼン力をつける授業です。(川野恵子)

○企業の採用担当者や研修担当者から一般的に就活に必要な知識を学ぶ。(アイデム)
○1.自分の長所と短所を明確にする。
2.就職することで得られるメリットを理解する。
3.社会や企業で必要とされる人財とはどういったものかを知る。
4.上記をもとに面接での自己PRを考える。(秋山カズオ)
○笑顔を知る・育む・実践するの３ステップで進める授業です。笑顔の外的・内的効果を知り、笑顔を育む笑顔トレーニ
ングを実践。また、実際の就職面接で活かせる印象アップのポイントについても講義します。授業前後に笑顔採点機で
自身の笑顔を数値判定。受講後のレポート提出で笑顔スペシャリスト検定３級資格を取得できます。 (川野恵子)

授業計画及び学習の内容

講義及びディスカッション

講義及びディスカッション

講義及びディスカッション

講義及びディスカッション

講義及びディスカッション

講義及びディスカッション

発表

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

選択学科 就職講座
アイデム　　　　川
野恵子　　　　秋

山カズオ
1単位　21時間

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年絵画専攻・後期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1 19

2 20

3 21

4 22

5 23

6

7
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9
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17

18
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【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

　講義・ディスカッション形式を基本とするが、各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

中国福建省出身。2008年来日。2011年日本語能力試験N1合格。2014年3月札幌大学経営学部経営学科卒業。2014
年４月株式会社アイデム入社。新卒担当のエージェントとして留学生の就職をトータルサポート。2016年７月より創形
美術学校にて主に広報活動と留学生教育に携わる。

　試験を行い１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

講義

講義

講義

講義

講義

模擬試験

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義 試験

講義

講義

講義 講義

講義 講義

講義 講義

①日本語能力試験N1対策：N1の試験に合格できる力をつける。
②語彙力の向上

・言語知識、読解、聴解の実戦練習。
・模擬試験。

授業計画及び学習の内容

模擬試験 講義

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 留学生・前期

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

選択学科 日本語1 蒋 燕萍 3単位　69時間



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

8

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

　試験を行い１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜80
：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　講義・ディスカッション形式を基本とするが、各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

選択学科 日本語2 メロス言語学院教員 １単位　24時間

目上に対する日本語表現とカジュアルな日本語表現の向上を目標として挙げます。

前半90分、後半20分=映像教材を見て、語彙の聞き取り+ディスカッション。
後半70分= (1)会話表現+ロールプレイ(15分)
(2)1分間スピーチ(15分)
(3)Show & Tell(40分)

授業計画及び学習の内容

講義

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科　昼間部（3年制） 2023年度 留学生・後期



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・前期

実技 現代美術演習Ａ 山本 晶 １単位　27時間

演習I：自己と表現　1年の最後の授業に制作した作品を持参

多様化する美術表現を体験し、表現の可能性の幅、及び表現は唯一ではなく複数であることを発見する。

思いつきからワクワクする表現へどうやって繋げればいいのか。9:20に集まって今日（こんにち）の美術について簡単な
レクチャーがあります。それを聞いてからの制作となります。個人の視点がどのように表現方法につながるのか。個人
の内側にある発想が公共空間に置かれた時にどのように映るのか。演習を通して体験します。

授業計画及び学習の内容

オリエンテーション　デッサン道具・画用紙（貸出し画板と同じ大きさを用意）・画板

演習I：他者の考え　アイデアを出す方法

演習II：身体　自分の身長と同じ長さの紙

演習III：色について　水彩絵具・複数の石膏像

演習IV：描く／描かれるもの　支持体と描画材

演習V：破壊と再構成の自画像　本、雑誌など加工してよい書籍１冊持参

演習VI：mapping

武蔵野美術大学大学院修了、文化庁国内・在外研修、ホルベインスカラシップ、主なグループ展 『ART TODAY 
2004』『VOCA』。主な個展 ギャラリエアンドウ、アートフロントギャラリー、ギャラリーαMなど。

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜8
0：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

講評



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1 17

2 18

3 19

4 20

5 21

6 22

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・前期

ルネサンスから近代に至るまでの西洋絵画の主な油彩技法である油彩とテンペラによる混合技法を修得することを目
的とする。

有色下地を施したキャンバスにエマルジョンテンペラと油彩の積層からなる描画により、視覚的リアリズムを追求する。

授業計画及び学習の内容

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 絵画技法実習(混合技法) 安藤孝浩 ２単位　66時間

1991年東京藝術大学美術学部絵画科油画専攻卒業。2016年～2019年東京藝術大学非常勤講師。現在、科学とアート
を横断する作品を制作。主な活動として、2009年～2012年宇宙航空研究開発機構（JAXA）とコラボレーションした文化・
人文社会科学利用パイロットミッション『お地球見』 （ISS国際宇宙ステーションにて実施）など。

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜80
：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

制作

下地塗り３層乾燥後に図版の写し

地透層（インプリマトゥーラ）　白色浮出

油絵の具１層目及び白色浮出

制作

制作

制作

制作

油絵の具２層目以降及び白色浮出

制作指導

制作

制作

制作

制作

制作

制作

制作指導

制作指導

制作

制作

制作

講評会



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1 17

2 18

3 19

4 20

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

総合的ドローイング制作

総合的ドローイング制作

総合的ドローイング制作

総合的ドローイング制作

総合的ドローイング制作

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

制作

総合的ドローイング制作

造形要素のサンプリング

造形要素のサンプリング

造形要素のサンプリング

総合的ドローイング制作

総合的ドローイング制作

２単位　60時間

絵画に対する視野を広げ、その多様性と可能性に触れることで、自らの表現世界をより豊かなものにする。

「自分の表現とは？」を１週間ごとに様々な手法でドローイング。イメージの展開や絵画としての多様な造形要素とはど
ういうものか実践をとおして探る。最終的に出来上がったたくさんのドローイングを自分で編集。ドローイングブックにし
て綴じ、作品として自立しうるかを検証する。

授業計画及び学習の内容

造形要素のサンプリング① 制作

山本 晶：武蔵野美術大学大学院修了、文化庁国内・在外研修、ホルベインスカラシップ、主なグループ展 『ART 
TODAY 2004』『VOCA』。主な個展 ギャラリエアンドウ、アートフロントギャラリー、ギャラリーαMなど。　工藤 
礼二郎：1964年大阪府生まれ。1990年創形美術学校造形科卒業。1991年同校研究科絵画造形課程修了。1996年渡
仏、パリ国際芸術都市滞在。東京・大阪・パリで個展（ギャラリー現、ギャラリエ 
アンドウ等、多数）その他グループ展多数。無所属。

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・前期

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 ドローイング 山本 晶、工藤礼二郎

制作

造形要素のサンプリング

造形要素のサンプリング

制作

制作

講評会



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・前期

ローキャンバス張込み・膠引き

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 絵画材料講座 工藤礼二郎 0.5単位　15時間

油絵具における顔料や展色剤の性質やキャンバスの構造や特性に触れることで絵画材料と表現の関係性を知る。

市販のキャンバス（10号）の張り方の習得と半吸湿性キャンバス（20号）の製作を行い双方の性質や特性の違いを理解
する。　市販のキャンバスには自主制作を行う。

授業計画及び学習の内容

木枠の組み立て・市販キャンバス張込み

木枠の組み立て・膠膨潤・自主制作

エマルジョン白色塗料制作・塗布

研磨・制作

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

1964年大阪府生まれ。1990年創形美術学校造形科卒業。1991年同校研究科絵画造形課程修了。1996年渡仏、パリ国
際芸術都市滞在。東京・大阪・パリで個展（ギャラリー現、ギャラリエ 
アンドウ等、多数）その他グループ展多数。無所属。



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1 18

2 19

3 20

4 21

5 22

6 23

7 24

8 25

9 26

10 27

11 28

12 29

13 30

14 31

15 32

16 33

17 34

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・前期

主題を明確化し、素材と手法の選択の過程で、作家としての自覚とこだわりを喚起する。物質性、絵画性の両面から制
作を見直し、完成度の高い作品を1点以上制作する。

主題について文章(言葉)と素描によりできるだけ明確にする。単色、有色の素描、コラージュによりエスキースを重ねる
。支持体を選択(複数も可)し、手法を決める。物としての強度について意識しながら作品を制作する。

授業計画及び学習の内容

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 物質と絵画 伊藤泰雅 ４単位　102時間

エスキース／下地作り タブロー制作

エスキース／下地作り タブロー制作

エスキース／下地作り タブロー制作

デッサン／コラージュ 制作指導

デッサン／コラージュ タブロー制作

デッサン採点／下地作り タブロー制作

オリエンテーション／デッサン タブロー制作

デッサン タブロー制作

デッサン タブロー制作

エスキース／下地作り タブロー制作

エスキース／下地作り タブロー制作

タブロー制作 タブロー制作

エスキース／下地作り 制作指導

エスキース採点／タブロー タブロー制作

1964年静岡県生まれ。1991年東京藝術大学大学院油画技法・材料修了。絵画を制作、個展を中心に発表。2001年関
口芸術基金賞展優秀賞。最近の主な活動は、2016年・2018年・2020年個展（ギャラリー檜）、2017年第2回アートオリン
ピア入賞、2021年｢表層の冒険ｰ抽象のバロキスム」展参加など。

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

タブロー制作 タブロー制作

エスキース採点／タブロー タブロー制作

タブロー制作 講評会



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

8

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・前期

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 現代美術演習Ｂ 黒瀬陽平 １単位　24時間

カリキュラム全体を通して各自が制作テーマ、モチーフを発見し、自分なりの制作プロセスを組み立て、作品を完成させ
ることを目標とします。講義では、個別の作品分析、事例分析を中心に進めますが、学生からの質問やリクエストに応じ
て内容は変化します。

現代美術への理解を深め、作品制作を進めてゆくために、講義と課題制作、セッション（課題作品についてのプレゼン、
ディスカッション）、講評会を組み合わせたカリキュラムを組んでいます。課題制作とセッションを繰り返すことで、学生ひ
とりひとりの制作プロセスに応じた指導を行います。講義では狭義の現代美術に限らず、サブカルチャーも含めた他ジ
ャンル、他メディアの作品を数多く扱います。

授業計画及び学習の内容

オリエンテーション＋講義①②

課題1セッション

講義⑤⑥

課題4セッション

最終講義＋総評

講義③④

課題2セッション（中間講評会）

課題3セッション

1983年生まれ。美術家。東京藝術大学大学院美術研究科先端芸術表現専攻博士後期課程修了。博士（美術）。アーテ
ィストグループ『カオス*ラウンジ』を結成し、展覧会やイベント等をキュレーション。キュレーション作品に『市街劇 
百五〇年の孤独』（2017年）など。著書に『情報社会の情念』（NHK出版、2013年）。

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1 23

2 24

3 25

4 26

5 27

6 28

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・後期

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 絵画と物語 山口 藍 ３単位　84時間

支持体と描画の関係性
平面絵画において、特に支持体が作品の内容にもたらす影響を改めて考え、実際の制作を通して描画との相互の関係
性を探る。

描こうとする題材（テーマ）を任意の物語や散文などの一場面に設定し、それを絵画作品として表現するために最も適し
た支持体を選び（あるいは作り）制作する。作品を構成するあらゆる要素に意味を持たせたり、それを伝えたりできると
意識することで、作品制作において色々な角度から思考し掘り下げていくことにつなげていく。
※キャンバス以外にも、あらゆる物に支持体の可能性を探ってみること。

授業計画及び学習の内容

制作チェック 制作

制作

制作

制作

制作チェック

制作

制作

制作チェック

制作

オリエンテーション

制作

制作チェック

制作

制作チェック

制作

制作

制作チェック

制作

制作

1977年東京都生まれ。現代美術作家。日本の伝統美術、特に江戸時代の風俗や文化にインスパイアされながらパネ
ルを毛布と綿布でくるんだ『ふとんキャンバス』など、独自の支持体を用いて新たな美人画を制作している。国内のみな
らず海外での活動も多数。

制作

制作チェック

制作チェック

制作

制作

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

制作

制作

講評会



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・後期

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 写真と美術 松蔭浩之 １単位　21時間

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜8
0：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

写真の成り立ちから、構図や光の捉え方などを享受しつつ、「写真とはなにか？」を考察し、絵画制作に活用することを
目標にする。

歴代写真家の作品を紹介し、読み解きながらの座学と、デジタルカメラの扱い方を指導しつつ、ワークショップ形式で制
作を重ねる。

授業計画及び学習の内容

写真の誕生／カメラの仕組み

私の写真論１／カルティエ・ブレッソンを「読む」

デジタルカメラ入門１

私の写真論2／WS「モノクロ・ユニバース」

デジタルカメラ入門2

セルフポートレイト実践／森村泰昌

セレフポートレイト実践／WS　講評

1965年福岡県生まれ。1988年大阪芸術大学写真学科卒業。現代美術家。写真、グラフィック、空間デザインなど多岐に
わたって活動。ヴェネツィアビエンナーレ、シンガポールビエンナーレ出展。『昭和40年会』会長。



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1 18

2 19

3 20

4 21

5 22

6 23

7 24

8 25

9 26

10 27

11

12

13

14

15

16

17

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・前期/後期

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 抽象絵画考 工藤礼二郎、徳永陶子 ３単位　81時間

制作チェック 講評会

制作

抽象絵画が難解で分かりづらい芸術であるという呪縛から解き放ち、表現手段の一選択肢として考慮できるようにす
る。

２０世紀初頭に誕生した抽象絵画という概念や形式はどのようなものなのか。またそれらは２１世紀の現在においてど
のように引き継がれるであろうか。概念的な思考の前にまずは抽象の様々なあり様を描くことを通して体験し、自らの
表現として獲得しうるかを試みる。

授業計画及び学習の内容

エスキース制作 制作チェック

タブロー制作 制作

タブロー制作 制作

制作チェック 制作チェック

エスキース制作 制作

エスキース制作 制作

オリエンテーション 制作チェック

抽象絵画について 制作

抽象絵画について 制作

工藤 
礼二郎：1964年大阪府生まれ。1990年創形美術学校造形科卒業。1991年同校研究科絵画造形課程修了。1996年渡
仏、パリ国際芸術都市滞在。東京・大阪・パリで個展（ギャラリー現、ギャラリエ 
アンドウ等、多数）その他グループ展多数。無所属。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徳永 
陶子：1967年東京生まれ。1991年武蔵野美術大学造形学部油絵学科卒業。1995年パリ国立高等美術学校卒業、クロ
ード・ヴィアラに師事。平成13年度ポーラ美術振興財団在外研修助成により南仏にて研修。国内外にて個展、グルー
プ展多数。

制作

制作

制作チェック

制作

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

制作

中間ディスカッション



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1 28

2 29

3 30

4 31

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

作品制作

ステイトメント／ポートフォリオ/制作

作品制作

ステイトメント／ポートフォリオ/制作

中間講評

作品制作

作品制作

作品制作

作品制作

作品制作

作品制作

作品制作

ステイトメント／ポートフォリオ/制作

作品制作

作品制作

ステイトメント／ポートフォリオ/制作

作品制作

個別面談・制作

作品制作

ステイトメント／ポートフォリオ

作品制作

３単位　93時間

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

制作と並行してポートフォリオとステイトメントの実践も行うことで、自らの方向性を簡潔かつ明確に、言葉と作品で明示
する。

各自が任意の一つのテーマに沿って、2〜３点の連作を制作する。モチーフ、テーマ、描画方法などは自由。作品サイ
ズは一点に尽き10号〜２０号とする。またそれらと並行してステイトメントの確立、ポートフォリオの制作を行う。年明け
学内学内ギャラリーで展示、発表するという目標に向けて制作プロセスを立案、実行する。

授業計画及び学習の内容

作品制作 講評会

作品制作

オリエンテーション 作品制作

ステイトメント指導 作品制作

個別面談・制作 作品制作

作品制作

工藤 
礼二郎：1964年大阪府生まれ。1990年創形美術学校造形科卒業。1991年同校研究科絵画造形課程修了。1996年渡
仏、パリ国際芸術都市滞在。東京・大阪・パリで個展（ギャラリー現、ギャラリエ 
アンドウ等、多数）その他グループ展多数。無所属。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船
井 
美佐：1974年生まれ　現代美術作家　筑波大学大学院修士課程芸術研究科修了。線や色面、鏡を用いたインスタレー
ションにより現代絵画の可能性をさぐる。2009.2010年VOCA展/上野の森美術館、2017年個展/国際芸術センター青森
、パブリックアートに明治大学、GINZASIXなど、その他多数。

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・後期

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 制作とステイトメント 工藤礼二郎、船井美佐



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・後期

実技 現代美術演習Ｃ 船井美佐 １単位　21時間

課題説明・各自作品を持って自己紹介

古今東西の絵画にまつわる様式や表現の歴史について知り、日本の伝統的な絵画様式を体験する。日本絵画の遍歴
や特質を知ることで、美術の歴史の延長線上にある現代の自分の位置について考える。今後、現代の自分だけの新し
い表現様式を作っていくための基礎知識を培う。

絵画について、古今東西の伝統的な様式から近現代までのあり方を比較しながら学ぶことで、現代のまだ見ぬ新しい絵画表現に
ついて考えるための手掛かりとする。毎回、レクチャーの後に、実際の画材や技法を体験しドローイングや課題を制作する。または
テキストを提出。内容は、
１、「絵の中」何をどう描くか？ 対象を２次元に表す方法の様々について。
２、「絵の表面」何を使って描くか？ 絵具や絵肌、支持体など物質としての絵画のあり方の変化について。
３、「絵の外側」どのように展示するか？作品と人と空間の関係の多様性について。
最後にそれまでの授業の制作物で空間を構成し、各自インスタレーションとして発表する。

授業計画及び学習の内容

アーティストトーク-作品について

プランを発表・制作

制作

レクチャーと実技

制作

発表　講評

1974年生まれ　現代美術作家　筑波大学大学院修士課程芸術研究科修了。線や色面、鏡を用いたインスタレーションに
より現代絵画の可能性をさぐる。2009.2010年VOCA展/上野の森美術館、2017年個展/国際芸術センター青森、パブリッ
クアートに明治大学、GINZASIXなど、その他多数。

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席が
全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94〜80：
A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1

2

3

4

5

6

7

8

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

１単位　24時間

ＶＲという技術とそこに連動して様々な新しい魅力を展開しているサービスへの理解。また先端技術を応用した作品制作
への展開。

ゲームやファッションの世界だけでなく現代の様々なカルチャーやサービス、イベントなどと連動して発展している「ＶＲ（
バーチャルリアリティ）」の世界。そのＶＲの仕組みと特性を理解しながらバーチャル空間ならではの作品制作を個々に
試みます。

授業計画及び学習の内容

オリエンテーション

企画・演出

制作

制作

制作

制作

制作

講評会

携帯キャリア公式コンテンツ配信プラットフォームやアプリストアなど、主に大規模システムの開発・運用に携わる。2015
年 Psychic VR Lab 
設立に参画。三越伊勢丹やパルコ、ファッションブランドとVRを活用した様々な企画・製作を手掛ける。2018年パルコら
と共に様々なクリエイター／アーティストとVR／MRを使って超体験をデザインするプロジェクト NEWVIEW をスタート。

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・後期

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 先端メディア 八幡純和



シラバス例示

創形美術学校  

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1 36

2 37

3 38

4 39

5 40

6 41

7 42

8 43

9 44

10 45

11 46

12 47

13 48

14 49

15 50

16 51

17 52

18 53

19 54

20 55

21 56

22 57

23 58

24 59

25 60

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

制作指導

作品制作

作品制作

作品制作

作品制作

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　なお出席
が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合格：(100〜95：A+　94
〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

作品制作

制作指導

作品制作

制作指導 最終講評

作品制作

作品制作

作品制作 作品制作

作品制作 作品制作

作品制作 作品制作

作品制作 作品制作

作品制作 制作指導

作家研究／中間講評 作品制作

作品制作 作品制作

制作指導 作品制作

作品制作 作品制作

作品制作 作品制作

制作指導 作品制作

作品制作 制作指導

制作指導 作品制作

作品制作 作品制作

作品制作 中間講評

作品制作 作品制作

作品制作 制作指導

作品制作 作品制作

作品制作 作家研究／中間講評

作品制作 作品制作

制作指導 作品制作

授業計画及び学習の内容

作家研究／オリエンテーション 作品制作

作品制作 作品制作

主題研究・インターンシップ
工藤礼二郎  

　　山本 晶　　  　 
山口 藍

７単位　180時間

２年次の授業を総合的に判断し、また新たなアートシーンにも触れながら３年次へ向けた自らの主題を探る。

連作表現の各自の内容を指標に５０号～１００号前後の制作に取り組む。
就業体験（インターンシップ）をし、それをレポートにまとめて提出。（希望選択制） 

工藤 
礼二郎：1964年大阪府生まれ。1990年創形美術学校造形科卒業。1991年同校研究科絵画造形課程修了。1996年渡
仏、パリ国際芸術都市滞在。東京・大阪・パリで個展（ギャラリー現、ギャラリエ 
アンドウ等、多数）その他グループ展多数。無所属。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山
本 晶：武蔵野美術大学大学院修了、文化庁国内・在外研修、ホルベインスカラシップ、主なグループ展 『ART TODAY 
2004』『VOCA』。主な個展 ギャラリエアンドウ、アートフロントギャラリー、ギャラリーαMなど。　　山口 
藍：1977年東京都生まれ。現代美術作家。日本の伝統美術、特に江戸時代の風俗や文化にインスパイアされながら
パネルを毛布と綿布でくるんだ『ふとんキャンバス』など、独自の支持体を用いて新たな美人画を制作している。国内の
みならず海外での活動も多数。

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2023年度 ２年・後期

作品制作 作品制作

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技


